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『
史
泉
』
投
稿
規
定

一
、
種
類
と
枚
数

論
文
六
〇
枚
以
内
、
研
究
ノ
ー
ト
、
史
料
紹
介
、
学
界
動
向
四
〇
枚
以
内
、
書
評
二
〇
枚
以
内
、
紹
介
五
枚
以
内

（
い
ず
れ
も
注
、
図
、
表
、
写
真
な
ど
を
含
め
て
四
〇
〇
字
詰
換
算
）

二
、
留
意
事
項

①
原
稿
は
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
原
稿
（
完
成
原
稿
）
で
ご
提
出
下
さ
い
。
詳
し
く
は
一
〇
六
号
の
「
電
子
媒
体
で
の
執
筆
要
項
」

を
ご
覧
下
さ
い
。

⑴
印
字
原
稿
と
フ
ァ
イ
ル
を
収
め
た
記
録
媒
体
と
も
に
ご
提
出
下
さ
い
。
掲
載
の
場
合
は
い
ず
れ
も
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
印
字
原

稿
、
記
録
媒
体
内
の
フ
ァ
イ
ル
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー
を
取
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。

⑵
印
字
原
稿

○
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
無
地
紙
を
使
用
し
て
下
さ
い
。
原
稿
用
紙
に
は
印
字
し
な
い
で
下
さ
い
。

○
一
ペ
ー
ジ
あ
た
り
一
二
〇
〇
字
を
目
安
に
、
縦
組
み
の
場
合
は
原
稿
も
必
ず
縦
書
き
で
、
横
組
み
の
場
合
は
原
稿
も
必
ず
横
書

き
で
印
字
し
て
下
さ
い
。
ま
た
上
下
左
右
に
十
分
な
余
白
を
取
っ
て
下
さ
い
（
各
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
）。

⑶
記
録
媒
体

記
録
媒
体
は
一
般
的
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
媒
体
を
ご
利
用
下
さ
い
。
ま
た
、
外
部
に
執
筆
者
氏
名
、
フ
ァ
イ
ル
名
及
び
使
用

ソ
フ
ト
名
を
書
き
添
え
て
下
さ
い
。

②
や
む
を
得
ず
手
書
き
原
稿
と
な
る
場
合
は
、
四
〇
〇
字
詰
ま
た
は
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
を
利
用
し
、
完
成
原
稿
で
ご
投
稿
下
さ

い
。
必
ず
原
稿
の
コ
ピ
ー
を
お
手
も
と
に
お
い
て
下
さ
い
。

③
図
、
表
、
写
真
な
ど
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
実
費
を
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
折
り
込
み
は
行
い
ま
せ
ん
。

④
投
稿
の
際
に
は
、「
投
稿
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
添
え
て
下
さ
い
。

三
、
採
否
等

①
『
史
泉
』
に
投
稿
さ
れ
た
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
の
採
否
に
つ
い
て
は
、
審
査
員
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
ま

す
。
審
査
員
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
ま
す
（
注：
こ
の
規
定
は
一
〇
九
号
よ
り
適
用
し
ま
す
）。

②
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
史
料
紹
介
、
学
界
動
向
、
書
評
の
執
筆
者
に
は
抜
刷
を
三
〇
部
進
呈
し
ま
す
。
超
過
分
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

四
、
原
稿
の
締
切

三
月
末
日
及
び
九
月
末
日
で
す
。
な
お
、『
史
泉
』
の
刊
行
は
年
二
回
（
七
月
末
日
、
一
月
末
日
）
で
す
。

五
、
電
子
化
・
公
開
の
許
諾

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
は
、基
本
的
に
す
べ
て
、国
立
情
報
学
研
究
所
お
よ
び
関
西
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
よ
っ
て
電
子
化
・

公
開
す
る
こ
と
を
執
筆
者
が
許
諾
し
た
も
の
と
す
る
。

六
、
原
稿
の
提
出
先
及
び
「
投
稿
申
込
書
」
請
求
先

関
西
大
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科

歴
史
学
・
地
理
学
系
合
同
研
究
室

関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会

〒
五
六
四
│
八
六
八
〇

大
阪
府
吹
田
市
山
手
町
三
│
三
│
三
五

電
話

〇
六
│
六
三
六
八
│
〇
三
二
五

電
子
メ
ー
ルshichi @

cm
.kansai−u.ac.jp



お
知
ら
せ
と
お
願
い

一
、
第
一
二
五
号
か
ら
投
稿
規
定
を
一
部
改
定
し
、
電
子
化
・
公
開
の

許
諾
に
関
す
る
条
項
を
新
設
し
ま
し
た
。
新
し
い
投
稿
規
定
を
本
号

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

二
、
本
誌
の
原
稿
締
切
日
は
三
月
末
日
及
び
九
月
末
日
、
刊
行
日
は
七

月
末
日
及
び
一
月
末
日
で
す
。
次
号
（
第
一
三
〇
号
）
の
原
稿
締
切

日
は
二
〇
一
九
年
三
月
末
日
、
刊
行
日
は
二
〇
一
九
年
七
月
末
日
と

な
り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

三
、
本
誌
に
「
会
員
の
発
表
論
文
目
録
」
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
発
表
論
文
等
を
当
会
宛
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
次
号

（
第
一
三
〇
号
）
で
は
二
〇
一
八
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
一
九
年
三
月

ま
で
に
発
表
さ
れ
た
論
文
な
ど
が
掲
載
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

お
知
ら
せ
い
た
だ
く
際
に
は
、
実
際
の
掲
載
例
を
参
考
に
し
て
い
た

だ
き
書
誌
情
報
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。shichi

@
cm
.kansai-u.ac.jp

宛
に
電
子
メ
ー
ル
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

四
、
今
後
会
員
の
博
士
論
文
題
目
を
随
時
掲
載
い
た
し
ま
す
。
今
年
度

以
降
博
士
号
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、
氏
名
・
博
士
論
文
題
目
・
博
士

号
取
得
機
関
・
取
得
年
月
日
をshichi @

cm
.kansai-u.ac.jp

宛
に
電

子
メ
ー
ル
に
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

本
号
編
集
委
員

（
※
編
集
責
任
者
）

大
谷

渡

池
尻

陽
子

※
嶋
中

博
章

伊
東

理

橘

悠
太

岡
部
美
沙
子

乾

友
貴

齋
藤

鮎
子

編
集
後
記

皆
様
、
近
頃
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。『
史
泉
』
第
一
二
九
号
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
に
掲
載
い
た
し
た
論
文
で
は
、
ハ
ノ
イ
の
農
村
工
業
専

業
村
と
い
う
あ
る
種
独
特
な
農
村
の
実
態
と
そ
の
役
割
の
解
明
が
目
指
さ
れ
、
現

代
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
状
況
を
考
え
る
上
で
重
要
な
観
点
と
考
察
が
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
内
容
と
合
わ
せ
て
、
一
読
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
年
も
無
事
に
新
た
な
『
史
泉
』
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
昨

年
は
大
阪
府
北
部
地
震
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
続
発
し
、
多
く
の

方
々
が
心
身
と
も
に
慌
た
だ
し
い
日
々
を
送
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
ど
う
か
平
穏
な
日
々
が
訪
れ
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
活
動
に
と
っ
て
少
し

で
も
よ
い
一
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ひ
い
て
は
、
そ
の
日
々
の
皆

様
の
努
力
か
ら
生
ま
れ
た
研
究
成
果
を
、『
史
泉
』
に
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
幸
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
寄
稿
を
編
集

部
一
同
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
乾
）

史

泉

第
一
二
九
号

二
〇
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発
行
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五
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兼
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史
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〇
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六
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右
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刷
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協
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株
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一
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